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p.5-12 では、2020 年度に開催された

学生企画の詳細を紹介しています

 

Part.1 教育促進支援機構の活動 

教育促進支援機構では、学生（学部生および大学院生）の「学び」を支援する多彩な事業を、学生みずからが企画・立

案し、教員と協働して実施しています。教員と学生が対等な立場で運営と意思決定に参加する支援機構は、教員と学生の

双方に普段の教室とは異なる仕方で協働する機会を提供することで、文学部・文学研究科の教育活動に創発的な学びの次

元を付与しています。 

支援機構の活動は、以下の【5 つの部門】に分類されます。支援機構が行う事業には、学部・研究科から協力を依頼され

て実施するものと、学生の企画提案にもとづいて実施するものがあります。いずれの場合も、具体的な事業内容は、学生

会員の中から選出される企画リーダーを中心とする企画スタッフチームが立案します。学生会員は誰でも学生運営委員を

通して、新たな企画を運営委員会に提案することができます。 

ホームページ：https://www.lit.osaka-cu.ac.jp/education  

Twitter：＠oculit_spel（学内向け）／＠oculit_spelPR（学外広報向け） 

 

 

 【教育支援】 

履修相談会（4 月） 

新入生歓迎オリエンテーション（4 月）※中止 

学生による春のコースガイダンス（8 月） 

 

【進路支援】 

進路ガイダンス（2021 年 2 月） 

 

【研究支援】 

勉強会・自主ゼミ支援事業 

共同出版支援事業 

研究誌出版支援事業 

研究奨励賞 

 

【編集】 

文学部案内冊子『れとろとりてら』発行（8 月） 

『フォーラム人文学 No.18』発行（2021 年 3 月） 

 

【広報】 

オープンキャンパス学生企画（8 月） 

オープンファカルティ（11 月） 

 

会議日程 

総会    

2020 年 7 月 31 日 

運営委員会 

第 1 回    2020 年 4 月 24 日 

第 2 回    2020 年 5 月 29 日 

第 3 回    2020 年 6 月 26 日 

第 4 回    2020 年 7 月 24 日 

第 5 回    2020 年 9 月 18 日 

第 6 回    2020 年 10 月 23 日 

第 7 回    2020 年 11 月 27 日 

第 8 回    2020 年 12 月 18 日 

第 9 回    2021 年 1 月 22 日 

第 10 回   2021 年 2 月 19 日 

第 11 回   2021 年 3 月 26 日 

2020 年度 活動一覧 
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温かくて嬉しかった」というコメントを見つ
けたときは、まさに感無量でした。さらに
「質問受付フォーム」を開設し、新入生から
直接頂いた質問に対しての回答一覧を掲示し
ました。例年にも増して不安を抱えている新
入生の負担を、少しでも軽減したいという一
心で、支援機構史上初の試みに踏み切りまし
た。 

今年度の履修相談会は、未曽有の危難に多
くの変更を余儀なくされました。しかし、私
たち１４名で作り上げた「履修相談会 ２０
２０」は、決して過去の企画と遜色のない出
来であったと胸を張って言えます。理想と現
実の狭間で、妥協することなく Best を模索
し続けたあの時間は、紛れもなく私にとって
の青春であり、財産です。そんな時間を共に
過ごした人たちを、何よりも愛おしく思いま
す。 

最後になりましたが、遠隔授業に伴う変更
など多くの情報が錯綜するなか、教職員の皆
様のご協力なしに、当企画は成立し得ません
でした。学生スタッフの想いを汲み、多方面
でご尽力下さった皆様に、この場をお借り
し、心より厚く御礼申し上げます。 

 
言語応用コース ３回生 坂井 思葉 

企画理念 
>一回生が<   
・履修のシステムを正しく理解したうえで、今
後の学びの選択肢を把握し、自分の興味を見つ
けられる  
・同回生と話しやすく、先輩と接しやすい楽し
い雰囲気のなかで、履修制度だけでなく、これ
からの学びや人間関係への不安を解消できる  
↓   
一人でも時間割を組めるようになり、来てよか
ったと思える  
履修相談会 
 

履修相談会とは、新入生の初めての時間割組
みを学生主体でサポートする企画です。上記の
理念を策定した段階では、学術情報総合センタ
ーの一室をお借りして、実際に新入生と学生ス
タッフが一緒になって時間割を組むといった、
対面企画を想定していました。しかし、２０２
０年初頭、新型コロナウイルスの流行で世界は
一変しました。その影響を受けたのは、履修相
談会も例外ではなく、一時は企画自体の中止も
危ぶまれました。そんな中、多くの人の想いが
あってこそ、どうにかオンライン形式での開催
を実現できたのが、当企画です。 

私たちはオンライン上で大きく３つのコン
テンツを実施しました。まず、「冊子『履修の
解体新書』」をデータ公開し、時間割組みに必
要な履修制度について情報発信しました。リア
ルな大学生生活を垣間見れる「先輩の時間割
例」や、自分の興味に沿った時間割を組んでも
らうための「興味振り返りワークシート」等を
盛り込んだ、学生ならではのバラエティに富ん
だ内容です。続いて、「履修制度 解説動画」を
公開し、Web 履修システムの登録手順を含む、
細かな履修制度を解説しました。オンライン企
画ゆえの、新入生との埋めがたい距離感に苦心
していたため、アンケートに「先輩方の肉声が
温かくて嬉しかった」というコメントを見つけ
たときは、まさに感無量でした。 

履修相談会 

【実施日】２０２０年４月１５日～２０２０年５月１日 
【場所】オンライン(WebClass 上) 
【企画期間】１０月～当日 
【企画スタッフ】１４名（４回生１名・３回生４名・２回生２名・１回生７名 企画
運営時） 
【当日スタッフ】０名 
【参加者】１５２名 
【ご協力いただいた先生方】添田先生、佐伯先生、高島先生、柏木先生、辻野先生、
福島先生、文学部 教務担当の皆様 ほか 

※集合写真は 2019 年 10 月に撮影したものです。 
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当日を迎えることは無かったですが、学生
が中心となって、どのような歓迎行事にした
いか、どのようなコンテンツを行うかなどを
一から考えた時間はとても楽しく、有意義な
ものでした。関わってくださった全ての方々
にこの場を借りてお礼申し上げます。ありが
とうございました。 
ちなみに次年度の歓迎行事はオンラインで

開催されるようなので、次年度の新入生には
ぜひ楽しんでもらえたらと勝手ながら思いま
す。 
 

 哲学コース 3 回生 吉長公康 
 

新入生歓迎オリエンテーション 

【実施予定日】2020 年 4月 4日（土）、5日（日） 
【実施予定場所】大阪市立大学 
【企画期間】2019 年 10月～2020 年 3 月 
【企画スタッフ】20 名（4回生 1名・3回生 1名・2回生 8名・1回生 10名） 
※新型感染症コロナウイルスのため中止 

企画理念【・参加者第一で安心感、安全性、楽
しさ、メリハリ、時間のゆとり、キャンプなら
ではの特別感がある。・たくさんの交流相手と
交流機会を活かすことで、親睦を深める。・市
大文について知り、自分の興味について考える
ことで、大学の学びのイメージを掴み、おもし
ろさを感じる。そして今後を考えるきっかけに
する。・不安が軽減され、市大文生の一員だと
実感し、大学生活の良いスタートダッシュを決
める。】 
 
約半年かけて計画していたこの企画は新型

感染症コロナウイルスによって中止となりま
した。中止を決断した当時の私達は、心のどこ
かで後期にもなれば普通の日常が戻ると思っ
ていましたが、大学生活は未だ元には戻りきっ
ていません。この企画は、文学部新入生が、同
回生や先輩、先生と仲良くなるきっかけの場で
あり、高校とは異なる大学の学びを少し体験す
る場となるものです。コロナによって中止を決
定しましたが、コロナ禍だからこそより必要な
企画であったと今は感じています。 
 当日を迎えることの無かった企画の中身を
少しだけ紹介させてもらいます。親睦を目的
としたコンテンツと学びを目的としたコンテ
ンツに別れていました。親睦コンテンツでは
新入生はグループに分かれて、大学内を巡る
ゲームや、市大を題材にしたパーセントバル
ーン、クロスワードなどに挑戦してもらう予
定でした。学びコンテンツでは、自分の興味
のあるものや好きなものをどのように考えら
れるかをグループのみんなで考える予定でし
た。このほかにも先輩・先生方とのざっくば
らんなフリートークも予定していました。 
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そのため、参加される方々には、事前に企画
当日質問したいことを募集し、ニーズに応え
れるよう試みました。なお、1 回生スタッフ
たちが、1 回生目線での不安や知りたいこと
を積極的に話してくれたおかげで、より参加
者の目線に近づけることができました。 

ご多忙の中、本企画中・企画終了後もご指
導、ご助言を下さった方々のおかげで無事に
企画を終了することができました。企画スタ
ッフ一同、Zoom を使った企画が初めてであ
ったため、ご不便をおかけしましたが、多く
のことを経験し、学ぶことができました。本
企画が参加者の皆様に「後悔のないコース選
択」の一助となれば幸いです。ご協力いただ
いた教員の皆様、当日スタッフの皆様、本企
画を応援して下さった方々、そして参加者の
皆様にこの場をお借りして厚く御礼申し上げ
結びの言葉とさせていただきます。本当にあ
りがとうございました。 

社会学コース 4 回生 安西正宏 

毎年、1 回生は 12 月の初めに、2 回生以降、
どのコースに進むのかを決めます。色んなコー
ス・領域の上回生と話せる場を設け、1 回生の
後悔のないコース選択をサポートしたいと考
え、本企画を立案しました。 

私たち「学生によるコース・大学相談会」の
企画スタッフ 7 名は、1 回生の皆様に、「色ん
なコースの話を聞いて、それぞれのコースの魅
力を知ってもらう」、「文学部の幅広さを理解し
た上で新しい発見や今後学びたいことを見つ
けてもらう」ことで、少しでも不安の軽減につ
ながり、コース選択の大切さを知ってもらうこ
とを目標に企画しました。 
 企画当日には、最初に私のコース選択の体験
をもとに、自分が関心を持っていること、今後
研究したいことを「色んな見方」を通して、幅
広く見た上で本当にやりたいことを見つけて
ほしいとお伝えしました。関心を持っているこ
とを自己分析していただくため、事前に配布し
たマインドマップを使って 15 分間考えて頂い
た後、7 人班（上回生 3 名、参加者 4 名）に分
かれ、共有し合う時間を設けました。その後、
1 回生の方々には、それぞれ異なる３つの班に
入っていただき、不安に思っていることや知り
たいことについて上回生と相談する時間を設
けました。色んなコースでの見方に触れていた
だきたかったため、できる限りコースが被らな
いよう、異なる 3 コースの上回生を各班に配置
致しました。トーク後には、15 分間、大学生活
に関する相談時間も別途に設けました。もっと
話を聞きたい方には、希望者のみ交流会に１時
間参加いただき、最後にはスタッフからのメッ
セージをお伝えし、企画を終了しました。今年
はコロナウイルス拡散の影響により、例年の大
学生活とは異なるため、色んな不安を持ってお
られるだろうということを常に意識しました。 

 

春のコースガイダンス 

【企画日時】2020 年 8 月 31 日 13:00~16:00（16:00~17:00 交流会を自由参加で実
施）※申し込んでいただいた参加者にメールで企画当日用の URL を事前に送信し、
Zoom を利用し開催。 
【場所】Zoom にて開催。 
【企画期間】6 月下旬～8 月 31 日 
【企画参加者内訳】 
企画スタッフ 7 名（4 回生 1 名、2 回生 3 名、1 回生 3 名） 
当日スタッフ 28 名（D1 1 名、M2 2 名、4 回生 10 名、3 回生 4 名、2 回生 11 名） 
参加者 34 名（16:00~17:00 に実施した交流会の参加者は 24 名） 
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・留学について（制度・体験談） 
・進路選択について（体験談・卒業後進路一
覧（QRコードにて掲載）） 
・資格について（制度・体験談） 
・学生生活について（時間割、生活スタイ
ル・受験体験など（インタビュー、アンケー
トなどで掲載）） 
・文学部・文学研究科教育促進支援機構につ
いて（組織図、活動紹介、企画参加者へのイ
ンタビュー） 
・編集スタッフ紹介、あとがき 
 
すべてリモートでのミーティングで作業を

行い、理念を達成できるように様々考え、は
じめてで不慣れなことも多かったですが、無
事に冊子を作成することができました。この
場をお借りしまして、企画に携わっていただ
きました先生方とサポートスタッフの皆様、
並びに取材にご協力いただきました先生方と
学生の皆様に厚く御礼申し上げます。本当に
ありがとうございました。 

表現文化コース 3 回生 中田万裕 

文学部案内冊子 

【企画期間】2月～4月（前半）、5月～7月（後半） 
【企画スタッフ】10 名（3回生 1名、2回生 4名、1回生 5名） 
【サポートスタッフ】4名（3回生 1名、2回生 2名、1回生 1名） 
【発行部数】2000 部 

私達、文学部案内企画スタッフ 14 名は、ス
タッフの心得として、「読者と制作側、両者の
視点で考え、柔軟な発想のもと「文学部とはど
ういうものか」が伝わるように努力する」、冊
子内容として、対象者層を市大の受験生、進路
に迷っている中高生、在学生、何となく目にし
た人とし、冊子内容の心得として、「①統一感
のあるわかりやすい誌面や正確で必要な情報・
視覚資料で、市大文の雰囲気・特色や学生の本
音が具体的に伝わり、誰が読んでも同じ情報を
得られてインパクトがある、入学後も役に立つ
冊子」「②いい意味でゆるく、学生が 1 から作
っていることがわかるような親しみと安心感
があり、市大を知らない人も心惹かれる、何回
も読み返したくなるような、進学のモチベーシ
ョンとなる、読んでいて楽しい心に残る冊子」
「③様々な学問分野の存在や、先生方の学問・
研究分野の魅力を伝えることで、大学への学び
の入口となり、新たな学びの選択肢を提示でき
るような冊子」を、理念に掲げ、冊子企画作業・
編集作業を行ってまいりました。 
主な掲載内容は以下の通りです。 

 
・学部長インタビュー（文学部の特徴・魅力、
文学部で身につく力・学ぶことのできる内容・
学ぶ意義、今後の文学部、文学部を目指す学生
へのメッセージ） 
・4年間のカリキュラム、新大学について、文
学部組織図 
・制度説明（コース選択、マインドマップ、コ
ース選択体験談、特任教員紹介） 
・コース紹介（各コースについて、先生の研究
について、所属学生インタビュー（コースに入
ったきっかけ・自信の興味について・コースの
雰囲気や特徴・楽しみにしている授業について
（文化資源コースのみ）、教員紹介、卒論タイ
トル例、各コースオススメの入門書）） 
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というオンラインの利点を活かして、常設の
WEB 記事コンテンツも作成しました。限られ
た環境、限られた時間の中で、多くの学生に取
材協力や当日スタッフとしての助力をお願い
し、同時に参加者の応募や原稿の調整、プレゼ
ンの作成を行うなど、企画スタッフはたいへ
ん苦労したかと思います。また、先生や文学部
事務の方々もたいへん親切に学生の相談に乗
ってくださりました。このようなたくさんの
方々の尽力のおかげで、充実したコンテンツ
を作り上げることができました。企画に携わ
ったすべての皆様に、厚くお礼申し上げます。 

本企画は、学生自身が貴重な経験を得た良
い機会だったとも思います。臨機応変な対応
が必須となる昨今、前例にとらわれずに表現
の手段や内容について考えたり、状況に合わ
せて活動環境を新しくし順応していったりす
る力は、今後あらゆる場面で活きていくはず
です。また、今回の企画が残した結果がノウ
ハウの一つとして今後の学生企画に役立つこ
ともあろうかと思います。そのように、企画
の中で学生の歩んだ一歩が、またどこかの未
来の一歩につながることを願っています。 

表現文化コース 3 回生 秋永愛美 

企画理念 
・市大文を知りたい中高生/保護者のために、
学生ならではの視点・伝え方で正確な情報を正
確に伝える 
・Web のメリットを活かして、最大限の求め
られる形に対応する 
・参加者が気軽に安心して参加でき、楽しめる 
・市大文の魅力や参加者が知りたいことを余
すことなく伝え、参加者の積極的な進路選択の
ための具体的な判断材料を与える 
・市大文に良い印象をもってもらう 
 

文学部オープンキャンパス学生企画は、市大
文学部の魅力や学生生活での経験を学生の視
点から参加者に伝え、進路選択のサポートをす
るという目的から立ち上がった企画です。これ
を達成するために、企画スタッフ全員で考えた
上記の理念を胸に、一からコンテンツを作り上
げました。 

本年度は新型コロナウイルス感染症の流行
のため、開催方式を例年の対面形式からオンラ
インへ変更する必要があり、ノウハウも時間も
ない中でたくさんの試行錯誤が必要でした。学
生自身も慣れない環境に身を置きながら、企画
成功のためにたくさんのアイデアを出し合い、
コンテンツ制作に尽力しました。 

コンテンツを考える際、オンライン開催でも
参加者との双方向の対話を大事にしたいとい
う思いから、ZOOM を利用した相談会の実施
を決めました。また、場所や時間の拘束がない
という 

オープンキャンパス 

【実施期間】2020 年 8 月 7 日(金)～20 日(木)（WEB ページ閲覧可能期間は 30 日
(月)まで） 
オンライン質問相談会実施日：８月 15 日(土)、16 日(日) 
【場所】WEB オープンキャンパス文学部特設サイト 
【企画期間】6 月～当日 
【企画スタッフ】11 名(前期博士課程１年１名、4 回生 2 名、3 回生 2 名、2 回生 3
名、1 回生 3 名) 
【当日スタッフ】16 名（企画スタッフと重複する３名含む） 
【参加者（双方向コンテンツ）】15 日 5 名、16 日 6 名 
【企画名】「オンライン質問・相談会」「質問掲示板（質問募集・回答）」「学部説明
会第 2 部」「りてらちゃんとキャンパスツアー（キャンパス紹介）」「受験体験談—
先輩たちの合格までの道のり―(受験体験談)」「あの人今何してる？—市大文学部卒
業生の今—（卒業生インタビュー）」「教えて！市大文学部生！—大学生活ってどん
な感じ？—（大学生の生活）」 
ご協力いただいた先生方：佐賀先生（OPC 小委員会担当）、そのほかご相談にのっ
ていただいた運営委員担当の先生方や学部長など 
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この企画のリーダーに立候補するのは、私
にとってとても大きな挑戦でした。今までに
ない新しい開催形態、オンラインのみでの企
画準備など、不安でいっぱいでしたが、そん
な私がこの企画をやり遂げることができたの
は、一緒に困難を乗り越えてくれる、大切な
仲間がいたからです。私自身も含め、企画ス
タッフ一同、この企画を通して新しいことに
挑戦し、やり遂げることで、成長することが
できたと思います。 
このかけがえのない経験をすることができ

たのは、何度も相談にのっていただき、たく
さんのご助言をいただいた教職員の皆様と、
当日の企画運営に携わっていただいた当日ス
タッフの皆様のおかげです。この場をお借り
して、企画スタッフを代表して厚く御礼申し
上げます。本当にありがとうございました。 

国語国文学コース 2 回生 田中輝 

オープンファカルティ 

【実施日】2020 年 11 月 22 日（日） 
【場所】Zoomを用いてのオンライン開催 
【企画期間】2020 年 10月～当日 
【企画スタッフ】7名（3回生 1名、2回生 4名、1回生 2名） 
【当日スタッフ】13 名 
【参加者】5名 
【学生企画】文学部生とのフリートーク 

私たち、オープンファカルティ学生企画の企
画スタッフは、「参加者にとって、気軽に参加
しやすく、今後のモチベーションに繋がるよう
な、楽しくて、ためになる、親しみやすいトー
ク企画。スタッフは、学生ならではの視点に立
ち、オンラインでも安心して参加してもらえる
ようにする。」という理念を軸に、企画に取り
組んできました。 
 本企画では、2018 年以来、2年ぶり、3度目
の開催となったオープンファカルティで、主に
高校生を対象としたオンラインフリートーク
を開催しました。オープンファカルティの場で
学生企画を行うのは、2018 年以来 2 度目でし
たが、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、オンライン開催となり、前回とはまったく
違う、新しい試みとなりました。 
 今年度は、先にもあげたように、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、Web 会議シス
テム Zoomを用いてミーティングを行うなど、
オンラインで準備を進めました。初めての開催
形式で、例年以上に当日の状況が読みにくかっ
たこともあり、戸惑いや困難を感じることも
多々ありました。しかし、困難な状況下でも、
今できる最大限のことをやろうと、どうすれば
参加者にとって有意義な企画を作れるか、企画
スタッフ一同、当日ぎりぎりまで試行錯誤を重
ねてきました。その結果、企画当日は、様々な
トラブルにもスタッフ同士協力して臨機応変
に対応し、無事、大きな問題なく終了すること
ができました。参加者数は決して多いとは言え
ないかもしれませんが、一人一人に丁寧に対応
し、少しでも多くの疑問を解消する手助けをで
きたのではないかと感じています。 
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 Zoom コンテンツは、2017 年度を上回る 19
名の参加者を迎えて、好評のうちに幕を閉じ
ました。また、文学部生であれば誰でも Web
上から冊子を DL 可能にしたことや、Zoom コ
ンテンツの様子を後日 YouTube 限定公開にて
見逃し配信したことは、オンラインならでは
の新しい取り組みでした。総じてふりかえる
と、「対面の代わりにオンラインになった」と
いう消極的な背景こそあれど、むしろオンラ
インの強みを打ち出すことができたと積極的
な評価もできるでしょう。 

次年度以降、教育促進支援機構の学生企画
で、徐々に対面が復活していくのか、引き続き
オンラインが主体になるのか、現時点では未
知数ですが、学生企画として大切なことは、そ
の時にできる最善を尽くして、文学部生のた
めになるさまざまな企画を次々と打ち出して
いくことであると感じています。今後も「卒論
セミナー」をはじめ、多くの学生企画が開催さ
れていくことを切に願っております。 

最後に、本企画にご協力くださった先生方、
学生のみなさま、参加いただいたみなさまに
お礼を申し上げます。 
 

地理学専修前期博士課程 1 年 倉田英法 

企画理念 
卒論を書いたことがない 1～3 回生に向け

て、先輩の実体験から「卒論とは何か」を伝え、
参加者が卒論に前向きになれる。 

実際に卒論を書くときに役立つ、学生企画な
らではの卒論セミナー。 
 

卒業論文は、大学での学びの集大成でありな
がら、いざ自分が書く番になるまで今ひとつイ
メージが掴みにくいものです。文学部生のため
の卒論セミナー『はじめての卒論』は、1～3 回
生を対象に、4 回生の卒論執筆体験談などから
「卒論とは何か」のイメージを掴んでもらうた
めに開催しました。卒論セミナーは 2017 年度
を最後に開催が途絶えており、3 年ぶりの復活
となりました。 

今回は、クイズを交えて卒論の基本を学ぶ
《プレゼン》、卒論にまつわる体験談が盛りだ
くさんの《パネルトーク》、疑問を 4 回生に相
談できる《フリートーク》を実施した【Zoom
コンテンツ】に加えて、全 32 ページの【冊子
コンテンツ】を Web 上にて配布しました。 

今回の企画スタッフ 4 名のうち 3 名は卒論
執筆経験のない学部生でした。彼らは企画スタ
ッフとして「卒論とは何か」を伝える立場であ
ると同時に、参加者と同じく本企画を通して
「卒論とは何か」を学ぶ立場でもありました。
本企画の準備段階では、スタッフ全員が「参加
者目線に立って、どのような企画が望ましいか
考えること」を意識して、細部までこだわり抜
いてコンテンツを練り上げることに重点を置
きました。 

準備段階から当日にいたるまでをすべて非
対面で行うことは、先例に乏しく手探りであり
ながらも、最終的には従来の企画に勝るとも劣
らない、充実した企画を提供できたとスタッフ
一同自負しております。 

卒論セミナー 

【実施日】2021 年 1 月 22 日（金） 
13：20～15：00（Zoom コンテンツ開催日） 

【開催形態】WebClass「文学部・文学研究科のホームルーム」および OCU UNIPA 掲
示板に各コンテンツへのリンクを掲載。 
【準備期間】2020 年 11 月～2021 年 1 月 
【企画スタッフ】前期博士課程 1 年 1 名、2 回生 3 名 
【当日スタッフ】4 回生 4 名 
【参加者】19 名（Zoom コンテンツの参加人数） 
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私は昨年度の進路ガイダンスにも企画スタ
ッフとして参加していたので、昨年度のリー
ダーの「このような企画が続いていってほし
い」という願いを叶えたいと思い、進路ガイ
ダンスのリーダーになることを決めました。
まだ進路選択についての知識や経験が無い 2
回生がリーダーを務められるか不安でしたが
他のスタッフに頼りながら、知識や経験が無
いなりに参加者の目線からも企画作りを進め
られたと思います。また、企画の準備を進め
る中で上回生のスタッフから進路に関する話
を聞く機会が多く、企画を通して進路につい
ての知識や考え方を得ることができました。
来年度も回生問わずこのような企画を作って
くれる人が現われてくれればと思います。 

国語国文学コース 2 回生 西岡佳希 

進路ガイダンス 

【実施日】2/26(金)13:30~15:30 
【場所】オンライン開催 
【企画期間】11 月～当日 
【企画スタッフ】4 回生 1 人、3 回生 2 人、2 回生 1 人  計 4 人 
【当日スタッフ数】15 人 
【参加者数】35 人 

今年度の進路ガイダンスは、 
・参加者に進路選択のことを自分のこととし
て前向きに考えてもらう 
・進路選択の第 1 歩に 
という理念のもと企画を作り上げました。初の
オンライン開催となりましたが、対面形式であ
った前年度よりも多くの方々にご参加いただ
きました。 
 

例年 2 日に分けて行われていた企画ですが、
今年度は開催時期が春休みであること、オンラ
イン開催であることから 1 日のみの開催とな
りました。本企画では、民間・教員・公務員・
大学院のそれぞれに進路を決めた 4 回生がお
題に沿って話すパネルディスカッションと、民
間・教員・公務員・大学院の進路ごとに分かれ
たブースで参加者が自由に質問することがで
きるフリートークを実施しました。パネルディ
スカッションでは、進路決定までのスケジュー
ルや進路を決めた理由といった、4 つの進路に
共通するお題について 4 回生に話してもらう
ことで、参加者にそれぞれの進路のイメージを
持ってもらいました。フリートークではパネル
ディスカッションで聞いた話をもとに 4 回生
へ質問をすることで、参加者が興味を持った進
路についてより深く知ってもらいました。ま
た、本企画の参加者には進路選択に役立つ情報
が詰まった資料集を配布しました。この資料集
には進路選択に関する用語集やエントリーシ
ート・志望書の記入例などを掲載しており、本
企画終了後も進路選択に活用することができ
るものになっています。企画の参加者からは
「進路を考えるいいきっかけになった」「また
来年も開催してほしい」「先輩の話を聞くこと
ができてとても参考になった」などといった声
をいただき、理念に沿って作り上げた企画が参
加者の満足度に繋がったようで嬉しく思いま
した。 


